
一般財団法人 仁和会 三沢中央病院 沿革 

 

1946年 2月 三沢市薬師町にて開業 

1950年 4月 三沢市中央町の現在地に移転し、財団法人仁和会 小鹿病院を設立 

1951年 10月 結核予防法指定病院となる 

1952年 11月 結核診療棟新築（677.32㎡）と同時に性病棟も新築（190㎡） 

1954年 9月 附属准看護婦宿舎新築（482㎡） 

1955年 3月 結核診療棟 50ベット増設 

1955年 7月 結核診療棟増設工事及び本館病棟汽カン室等大幅に増改築 

1961年 7月 承認病床数変更（昭 35.11.1適用） 

1964年 4月 財団法人仁和会 小鹿病院附属准看護学院を創設 

（生徒数 1学年 20名、2学年 20名 合計 40名） 

1966年 10月 第 1期工事着工（防衛施設庁助成） 

（RC3階建防音病院建設） 

1967年 10月 第 2期工事着工 

1968年 1月 第 2期工事完成（外来診療室、レントゲン室、検査室、薬局、受付、医局、病室等 3

階建）1,755㎡ 

1968年 12月 病床数変更（厚生省の規格変更） 

1972年 6月 病床数変更（厚生省の規格変更） 

1979年 3月 財団法人仁和会 小鹿病院附属准看護学院新築（防衛施設庁助成） 

1980年 8月 昭和 54年 10月 1日付で病床数変更 

1985年 8月 病床数変更 

1997年 1月 防衛施設庁の助成により、防音機能復旧事業 

（金属製気密建具取り替え工事） 

1997年 1月 「財団法人仁和会 小鹿病院」から「財団法人仁和会 三沢中央病院」に、同じく「財

団法人仁和会 小鹿病院附属准看護学院」から「財団法人仁和会 三沢中央病院附属

准看護学院」に改編 

1998年 11月 平成 10年 11月 22日付で病床数変更（厚生省の規格変更） 

2014年 10月 防衛省の助成により、病院建て替え（RC4階建て）第 1期工事着工 

2015年 8月 第 1期工事完成（レントゲン室及び病室、外来一部、受付等） 

2015年 9月 第 2期工事着工 

 


